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農作物・食品のカビ汚染を検知する 
昆虫嗅覚受容体利用型簡易検査システムの基盤構築 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人 東京大学先端科学技術研究センター 光野 秀文 
 
２ 研究期間：令和５年度～令和７年度（３年間） 
 

３ 研究目的 

農作物（ムギ類等）のカビ病や飲食料のカビ汚染を早期発見できる簡

易検査システム構築のために、実サンプル（穀物、果物等）で発生する

カビ臭成分を高感度、高選択、かつ精緻に検出する基盤技術の確立を

目指す。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  病原糸状菌種における臭気成分の化学分析と特定 

農作物のカビ汚染環境を再現し臭気成分を化学分析することで、

カビ汚染の状況に応じた臭気成分とその放出量に関する知見を得る。 
（京都大学大学院農学研究科） 

 

② カビ臭検出技術の開発 

カビ複合臭の各成分を高感度、高選択に検出できる新規のセンサ

細胞とそれらを用いたカビ汚染判定技術を確立する。 
（東京大学先端科学技術研究センター） 

 

③ 農作物由来のカビ臭成分の捕集・濃縮技術の開発 

実サンプルにおいて農作物とカビに由来する臭気成分の定量的評

価を行う。カビ臭成分を効率的に捕集・濃縮する技術を確立する。 
（和歌山県工業技術センター、（株）アイスティサイエンス） 

 

５ 最終目標 

農作物や飲食料のカビ汚染により発生するカビ臭成分を特定すると

ともに、それらを効率的に捕集・濃縮し、センサ細胞で検出すること

で、カビ汚染を初期段階で検知するための基盤技術を確立する。 
 

６ 期待される効果・貢献 

農作物や食品へのカビの混入を客観的かつ定量的に評価することが

できる革新的な検査システムを創出し、異臭等の匂いを指標とした食

の安全性評価・管理による安全・安心な食品の供給を実現する。 
 

【連絡先 国立大学法人 東京大学先端科学技術研究センター 03-5452-5195】 
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